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１ ．はじめに
　昨年（2018年）,第 1 回公認心理師国家資格の試験が実施され,このこ
とをめぐるさまざまな議論が起きている（なお,正解として公表された解
答がきわめて不適切だという指摘もなされている）。また,議論というわ
けではないが,例えば「心理臨床の広場」という雑誌では,「公認心理師
という資格」（鶴光代,2018）,「心理療法とは何か」（桑原知子,2018）と
いった内容が取り上げられている。
　この雑誌の内容で特に印象に残っているのは「てんてん　心の広場を行
く」という連載漫画であった。この号では主人公が「こんな自分　ダメだ」
と精神科医に話し,それに対し精神科医が「自分を否定していてはいつま
でたっても前に進めないのです。こんな自分はダメだと自分を責めるのを
やめて,今はそれが精一杯,今の自分をそれでいいって思えるようになる
と,自然に前に進めるようになります」と答えるというやりとりが載って
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いる（細川貂々,2018）。「こんな自分　ダメだ」と言っているようではダ
メだと決めつけるのがこの精神科医の治療法なのかなと失笑しながら,ま
た漫画だからそれでいいのかとも考えているうちに,ふと（不図―意図し
たわけでなく―）,かつて自分が担当した事例について思い出した。この
漫画の主人公はまだ,こんな自分というのを意識しているが,空虚感を感
じるばかりで,自分を自分で受け入れることができず,自分の存在が実感
できなくなる者もいる。そういう場合は,あえて診断名をつければ,いわ
ゆる離人症という病名になるだろうか。病名はあえてつけなかったが,ま
さにそういうことを訴えるクライエントの相談を受けた経験を思い出し,
その時の自分がとった対応の未熟さをあらためて反省させられたのである。
　ただ,離人症というような診断名がつけられるような人も含め,また,
健常者とされるような人も含め,自分を肯定せよと言われて,それですぐ
そのようにできるのだろうかという疑問もわいてくる。
　さて,同じ雑誌の同じ号に「森田療法」という記事がでており,「森田
療法のキーワードは『あるがまま』とされているが,森田自身が強調して
いるのは『そのままに（正確に）自分を見つめること（accept as it is）』だ」
と主張されている（渡邊勉,2018）。
　余談であるが,森田正馬については,昭和 5 年に長男を亡くし「永久に
帰らぬものといふ事を頭に明瞭に印像することが恐ろしいから只漠然と考
えるのみである。之を明らかに考える事が出来ない」と日記に書いていた
とされており（大原健士郎他,1970）,森田ですら “accept as it is” が困
難であったことがうかがわれる。なお,「あるがままに受け入れること」
というのは,中世に荘子の思想と（釈迦由来の元々の仏教思想とは異なる）
臨済宗の考え方とが混じりあった際に普及した言葉ではないかと推測され
ており（呉智英,2011）,仏教用語としての「諦」とは,断念するという
意味ではなく,諸行無常・諸法無我・涅槃寂静を明察するという意味であ
ると指摘されている（呉智英,2011）（三枝充悳,岸田秀,1997）。
　今回,新しく公認心理師という制度ができ,国家資格に求められる心理
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療法の技法について様々な議論が起きている中で,筆者なりの考えを整理
しておくことが必要だと考えた。それは,前述のように,「自己肯定」とか「あ
るがまま」といった言葉が安易に専門家によって使われている現状に少し
違和感もあり,自分自身が心理療法家として適切に対処できていたかどう
かに自信も持てないため,若手の方々やこれからこの資格を目指す方々に
とっていくらかでも参考になることを願ってのものである。
　私自身,「こんな自分はダメだ」というクライエントをそのまま受容す
れば良いのか,自分がダメだと考えないように変化できるようになるため
の援助を目指せば良いのか,受容すれば変化が起きるのか,戸惑いながら
心理臨床に携わってきた。先に述べたクライエントに対しても,自分を肯
定するということとは何なのかとか,心理療法の根本にあるものとは何な
のかと疑問を感じながら相談にのってきた。なお,このクライエントの場
合は,空虚感というべき訴えが特に印象に残っているので,「空虚感」と
いう点に焦点を当てて検討してみたい。また「あるがままに」というフレー
ズが教条的に用いられている現状,「空虚感」という言葉が精神病理学用
語として用いられている現状に対していささかの私見を述べたい。
　なお,前述のようにかつて空虚感・離人感を訴えるクライエントに接し
たことがあるが,その際に,空虚感を感じることが病的であるかのように
扱うことには違和感を抱いたのでそのことを振り返って考えてみたい。
２ ．空虚感とは何か
　空虚感について,多くの心理学や精神医学の辞典等を見ると精神疾患の
状態像としてあげられており,筆者自身もそれを疑うことなく仕事をして
きた。なお,一般的には,空虚感は “emptiness” と同義のものとされてい
る（例えば,北山修,1993）。　
　ただ,最近,観光で高野山に行く機会があり,般若心経の英訳を配布し
ているのを目にし,筆者自身もそれをもらって読んでみたところ,色々な
点で示唆を受けた。
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　まず般若心経の一番のキーワードかもしれない「空」が “emptiness” と
されていることに少々驚きと感銘を受けた。その後帰宅し,般若心経の英
訳の載っている日本語で書かれた解説書を何冊か手にしたが,「空」はど
れも “emptiness” とされている。例えば,比較的よく知られている「色不
異空　空不異識　色即是空　空即是色」の部分は “Form is no other than 
emptiness,emptiness no other than form；Form is exactly emptiness,
emptiness exactly form” と訳されており,その解説は「この世で経験す
る色,かたち,美しさ,姿といった性質には,何ひとつ永久なものはあり
ません。長短,美醜,多少,明暗,禍福…。私たちがあると思い込んでい
るこれらのものは,かりそめのものです。すべてが空というゼロの感覚に
過ぎないのです。でも,人生はむなしいなどと決して誤解してはなりませ
ん。なぜなら,経験するすべてがゼロの感覚だからこそ,新しい経験が生
まれるからです。」とされている（大夾尚順,2016）。
　この一冊の引用だけであると,恣意的な引用になりかねないので,この
箇所について解説したもう一つの文献を紹介しておく（竹村,2013）（な
お,竹村は横浜市立大学を卒業した英文学者で,仏典の英訳でも著名な
研究者である）。この文献では “Form is nothing more than emptiness.
Emptiness is nothing more than form.Form is exactly emptiness.And 
emptiness is exactly form” と英訳し,これをさらに現代の日本語に訳し
たものが「色は空に異ならず,空は色に異ならず。色はすなわちこれ空,
空はすなわち色なり。」となっている。
　般若心経では「色即是空,空即是色」に続いて何度も「識」という用語
で出てくるが,どちらの書籍でも “consciousness” と英訳されている。こ
の点については本稿の終わりの方で,意識と無意識および阿頼耶識との関
係で触れることにしたいが,般若心経の英訳を読む限りでは,必ずしも, 
“emptiness” を,精神病理学の用語としてのみ考えてしまう必要は無いと
考えられる。
　さきほど仏典を引用したが,キリスト教（あるいはユダヤ教,イスラム
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教）の神は,モーセにあなたは誰かと尋ねられて “I am the which Y am” 
（ここでいうYというのはIと理解すべきである）と答えて平然としてい
る（Wycliffe, J. et. Al, 1982）。神であるから当然であるとはいえ,自己
肯定の極致である。しかし心理学では一般の人にここまでの自己肯定を求
めているわけではあるまい。また,キリスト教（ユダヤ教,イスラム教）
においても「空の空。すべては空」という有名な一節で知られているくら
い,「空」という概念を重要視しているが,神の存在がなければ「空」は
打破できないというくらいに理解した方が良いとされる（熊谷徹　他,
1988）。“emptiness” についてはのちほど再度検討しよう。
３ ．自己肯定
　自己肯定という用語は,かつてはあまり臨床心理学の領域では用いられ
ることの少なかった言葉である（2000年頃からまれに使われるようになり,
10年ほど前から少しずつ使用される頻度が増えてきて,近年は大変よく使
われるキーワードになっているテクニカルタームである）。
　冒頭に紹介した雑誌の連載漫画の中にも「自分を否定せず,肯定するこ
と」がテーマとして出てきているが,筆者自身が自分を肯定できているか
というと,そうでなく,現在でも内心忸怩たる思いを抱えながら生きてい
るというのが正直なところである。本稿で触れた事例に対しても,当時,
筆者から本人に,自分を否定せず肯定しましょうというような言葉をかけ
ることはできなかった。
　このクライエントが,自己否定のような言葉を言ったとしても,それを
自己否定だと筆者が判定する立場にあると考えること自体がおこがましく
も思えたし,どのくらい自己肯定できるようになってきたかといった判定
をすることも筆者に可能であると思えなかった。また,筆者がクライエン
トを肯定する言葉をかけてそれで大きく変化を起こせるとも考えていなかっ
た。
　そもそも「自分は生きている意味が無い」といった言葉を「その通りだ
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ね」と肯定するのは治療的であるとは考えられない。クライエントが自分
自身を肯定的に捉えてゆけるようになることを目指すべきであったが,実
際にはこれが難しいことでもあった。むしろ筆者自身が自分を肯定し,つ
まりその肯定とはクライエントが感じている様々な気持ちと向き合った時
の自分の気持ちを肯定することであろうが,筆者が感じた無力感から目を
そらさないことが,肯定的な態度といえるものだったのかもしれない。
　心理療法家には,相手を肯定するとか,否定するとか,クライエントの
自己肯定の程度など何かを判定するとかの権限を与えられているわけでは
ない。また,仮に「自分には生きる価値がない」といわれても「生きる価
値がある」と説得する立場にはない。そういう治療者の側の無力感を隠蔽
するために,自己肯定感という用語が用いられることがあるとするならば
それは欺瞞になるだろう。
　心理療法においては,治療者が,自分の「共感能力のなさ」を自己洞察
しながら,そのような自分を引き受けることができるならば,治療者の自
己肯定にも繋がる可能性も出てくるであろうが,そのためには治療者の徹
底した自己否定や自分の治療者としての万能感の否定が前提となろう。
　精神分析を創始したフロイトは,初期には,現実原則と快感原則との間
で葛藤する存在として人間を描き出し,臨床経験を重ねるにつれ,それだ
けでは抑鬱（メランコリー）やその他の状態を適切に説明できないことに
気づき,さらに後期には,生の欲動と死の欲動との間で葛藤する存在とし
て人間を描き出すことで,理解を深めようとした。自己（が創り出した理
論）を否定しながら,自分の作り出した理論の中で葛藤する存在として,
自分を肯定できたという人物がフロイトなのかもしれない。
　そもそも,空虚感という精神病理学的用語を,一般の人でも多かれ少な
かれ感じることのある現象として描き出したのがフロイトである（Freud,S., 
1917）。外界の対象を喪失して精神の外界が空しくなるという空虚感もあ
るが,外界の対象を喪失することが精神内界の空しさにつながることもあ
り,後者が病的なメランコリーに結びつくことがあるというのである。
131
浮田　空虚感，精神病理学的現象としての離人感
　フロイトは離人感については特にそれを取り上げて論じてはいないが,
自己に関する認識や外界に関する感覚を意識から遠ざけるといった防衛機
制という視点から精神分析学的に理解することのできる現象であるといえ
よう。
　　
４ ．諦めること
　「はじめに」で述べたことにつながるが,「諦」ということば（漢字）に
は断念といったニュアンスは本来なかった。明らかにする,明察するといっ
たものが本来の意味とされている。どのように理解するかは,どのような
文脈で,どういう人間関係のもとで用いられた言葉なのかに関わってくる
が,例えば般若心経は,（キリスト教の聖書にしても神と預言者あるいは
キリストと弟子との対話という部分が多く,論語にしても孔子と弟子との
対話という形で述べられている）空海の言葉というより,空海と弟子との
問答のような形を取っていて,これを「ドラマツルギーとして読むこと」
を推奨する立場もある（三枝充悳,岸田秀,1997）。
　本稿の冒頭で触れた事例の場合は,目標達成に失敗したという事実を,
受け入れられないが受け入れないわけにはいかないという状況が,ひとつ
のきっかけになっていたように感じられるのだが,これもある意味では「事
実を明らかに見る」ことができないでいたと言い換えることもできる。治
療者である筆者も,自分が無力であるということを明らかに見ることをせ
ず,様々なマニュアル的な「成書」に頼ってばかりいた。この事例に関す
る検討が目的ではなく,この事例について治療的な転機を考察することが
目的でもないのだが,筆者としては,自分の無力に直面し,有名な「治療
者」のまねをするよりも,クライエントとのドラマを新しく作るしかなく
なってから,いくらかましな面接ができるようになったと感じているので,
そのことを検討したい。
　つまり,（喪失どころか初めから）治療の技量も共感能力もない自分を
認識し,そのことを明らかにして見つめ,そのような自分ではない成長し
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た自分になることを願いながら,なおかつ現状の自分を受け入れ,当面で
きる範囲のことに取り組む必要があったのではないかと考える。言い換え
れば,技法も力量も “emptiness” であることを直視しながらも,それを空
しいと感じる必要がないと明確に認めることが大切なのである。
　先に述べた森田正馬も「明らかに見ることが出来ない」と日記には書き
ながら,そういう自分自身を直視し,またそういう状況の森田を支える知
人がいたからこそそれを乗り越えることが出来たのであろう。共に直視し
てくれる知人と共に,外界の対象喪失を直視したからこそ精神内界の病理
的空しさにまで陥らなくて済んだということも想像できる。喪失にまつわ
る感情を阿頼耶識にとどめておかず,識（意識から遠ざけておかずに自分
の感情として実感することができる領域）として感覚していたから「ある
がまま」という表現ができたのではないだろうか。
　筆者自身についていえば,冒頭で触れた事例についてのスーパーバイザー
との対話の中で,自分の無力に直面させられたのだと考えられるし,クラ
イエントについていえば,無力なカウンセラーとの関係の中で,自分の置
かれた状況を直視するようになっていけたのかとも考えている。
　ひとりで見ることは心細くても,一緒に見てくれる人があれば,明らか
に見ることはできるのではないだろうか。
５ ．阿頼耶識と無意識
　阿頼耶識という言葉は仏教用語であるが,精神分析でいう無意識に近い
概念（三枝充悳,岸田秀,1997）かとされている。ここで,阿頼耶識につ
いて説明することは筆者には荷が重いので,軽く触れるだけにしたいが,
目や鼻や様々な器官で感じ取ることのできる感覚―意識できる感覚―の奥
に阿頼耶識というものがあるということになっている。自分が感じている
様々な感覚についても,実はそれは実体があるわけでもなく,苦しみも実
体がなく,苦しみをなくすこともありえない,そういった矛盾したような
様々なものをひとつのゲシュタルトとして捉える時に,覚り（悟りではな
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く新たな目覚めというべきか）に至るというものかもしれない。
　生きている人間がなぜ希死念慮を語るのか（死者は希死念慮を語ること
はできないという当たり前の理由であるが）,本来的に不可知とされるも
のを欲することができるのか,謎は深まるばかりである。般若心経では「空」
という概念が重要であるとされているが,それを「人生は空しいと誤解し
てはいけない」という意味であると解説されても,腑に落ちるようにわかっ
たとはいえない。ただ,わからないことが多いと感じている方が,自分は
わかっていると思うより,心理臨床の実践の上で「覚り」に近づくために
は大切なことであろう。
　筆者自身は,仏教思想に疎いので,ここで仏教の概念について何かを論
じることはできないが,精神分析との関係で,阿頼耶識という概念につい
てさらに検討を深めることが今後の課題であると思う。自分が無力である
ことを意識から遠ざけずに明らかにするように見て,明確に感じ取りなが
ら,自分の実践を空しく思わずに成長しようと努めることも大切なことな
のであろう。精神分析学的にいえば,自分がどのような「抑圧」を行って
いるかについての自己分析が必要なのではないかと考える。
6 ．おわりに
　本稿では,高野山での体験を通して,ふと（不図―意図せず―）思い出
した,若い頃の臨床経験をたどり,最近の心理療法の動向に関する雑感を
述べてみた。
　筆者自身が今でも,十分に自己否定できていないために,自己肯定すら
もできない状況であるが,それこそ弁証法的に,そういう自分を止揚して
いくことを目標としたい。この目標は私の個人的な思いであるが,公認心
理師を目指す方々にいくらかでも資することがあれば幸いである。
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